
“cASE
導入事例

Category

株式会社富士ピー・エス

粉塵・風雨にさらされる環境でWi-Fi環境を構築、
遠隔臨場への対応を可能に

導入製品：PCWL-0410
業種：建築
導入規模：3工場
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お話を伺った方

株式会社富士ピー・エス
管理本部DX推進部 部長 篠原貴様
管理本部 情報システムグループ兼業務改善グループ
主任 小島建太様

橋梁の施工や補修、建物の部材製作や耐震補強工事を行っています

株式会社富士ピー・エス様
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篠原様）当社はプレストレストコンクリートの技術を用いて、橋梁の施工や
補修、建物の部材製作や耐震補強を行っています。具体には、土木分野では
道路橋、鉄道橋、海洋架橋などの橋梁の新設や、災害復旧、大規模更新など
の橋梁の補修補強工事を行っています。これらの主な客先は国土交通省、地
方自治体、NEXCO、JRTTなどになります。建築分野においては、建物の床に
使われるプレキャストコンクリート板や、耐震補強を扱うほか、建築物のプ
レキャストPC部材の製作も自社工場で行っています。

また、研究開発にも力を入れており、2021年10月から「技術センターいわき
研究所」を本格稼働し、近年頻発する豪雨災害に対する研究としてPC矢板を
用いた河川砂防技術に関する研究開発を国土交通省から委託され実施中であ
ります。さらに、環境分野では洋上風力発電や陸上風力発電のハイブリッド
タワーなどの技術開発も推進しています。
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PicoCELAを導入した環境につい
て教えてください。
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株式会社富士ピー・エス様

小島様）PicoCELAを導入したのはコンクリート製品を作る工場で、2020
年の11月から福島県の東北工場、三重県の三重工場へ順次導入し、直
近では福岡県の小竹工場への導入も予定されています。工場は全部で6
工場ありますので、半分に導入されることになります。

工場はコンクリート製品を製造するために特化した環境で、大きな敷
地内にはクレーン設備やトラックが走っているような状況です。敷地
の一部に事務所も設置されており、職員はそこで製造計画や品質管理
等を行っています。

PicoCELA設置前までは事務所内でのみネットワークの利用が可能となっ
ており、事務所内のPCから社内環境に入れるようルーティングしてい
ました。事務所外に出るときには各自に貸与されたスマートフォンを
利用していますが、電話やSMS、LINE等ツールの利用にとどまり、製造
に必要なデータや図面などは紙で持ち出し、記録などデータ入力が必
要な場合は都度事務所に戻る必要がありました。
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ネットワーク環境を見直すことになったきっかけを教
えてください。
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小島様）コロナ禍になり、仮に工場で感染が発生・拡大し
てしまうと事業継続に大きな打撃を受けるという懸念から、
感染を防ぐ必要があるという社の考えがあったことがきっ
かけです。

まず、東北工場をターゲットとし、工場で業務を行う職員
が共通して使用しているものや触るものなど、感染を広げ
るリスクがありそうなものをすべて洗い出し、見つかった
ものをなるべく自動化や機械化をしようと試みることにな
りました。

それらの中には、現場で使われる図面などの紙や、それを
保管するバインダーも入っていたため、それらを各自が持
つタブレット上からアプリを使って確認できるようにしよ
うということになり、事務所の外のネットワークインフラ
環境の整備が必須となりました。

株式会社富士ピー・エス様
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導入作業はスムーズに進みました
でしょうか？

小島様）アンテナを情報システム部に送ってもらった後、設定手
順の動画を見ながら設定をしましたが、スムーズにできたという
印象です。

また、工場での電気配線工事の必要はありましたが、工場の特性
上、機材用の電源設備が各所にあったため、時間が掛かりはしま
したが、大きなトラブルも発生しませんでした。

工場のどこにいてももれなく使用できるネットワーク環境を実現
できました。

ネットワーク環境の整備にあたっ
ての必須条件と、PicoCELAにし
た決め手を教えてください。

小島様）屋外でコンクリート製品を製造するため粉塵の量が
かなり多く、また、風雨にさらされる状況になりますので、
そうした環境でも耐えられるものというのは大前提として挙
げていました。

また、各工場の敷地が広く安全面などを配慮した結果、LAN
ケーブルの配線はなるべく必要としないものにしたいと考え
ていたため、メッシュ型がいいなと選定しておりました。

とはいえ、メッシュ型の製品はあまり多くなかったため、製
品の選定に苦慮していました。

そんな中、福岡県の天神地下街にPicoCELAのメッシュWi-Fiが
使用されていることを知り、環境は違えど多くのユーザーが
移動し広範囲をカバーしている実績があることが品質を担保
できるのではないかという判断となり、PicoCELAの製品を選
びました。

株式会社富士ピー・エス様
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PicoCELA導入後、現場での変化
はありましたか？
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小島様）もともと紙を無くすという目的で始めたものでしたが、工
場のほうから「こういった使い方をしたい」といった声が多くあが
り、生産性向上のための取り組みとしての利用もされています。

特によく使われているのが、ZoomやSkype、TEAMSなどを介した検査
です。
通常、製品製造の過程で、どの施主様も何度か工場に出向いて立会
検査を行いますが、このコロナ禍で移動の制限がされるようになり、
検査の実施をリモートで行う要望が増えてきました。

工場内のインフラを整備したことで、要望に応えることができる環
境となり、国交省が推し進める遠隔臨場へ対応できるようになった
ことはよかったと思います。

こうしたやり取り以外にも、「もっと有効的に使用する方法はない
か？」「タブレットのアプリを活用できないか？」といった声が工
場から多数あがっており、会社としても生産性の向上や効率化を目
指していた中でのことだったので、予想外のいい効果が生まれたと
感じています。

株式会社富士ピー・エス様



PCWL-0400の屋外版、配線無しで
屋外無線通信網を構築

｢PCWL-0410｣は、今まで無線LANの導入を諦めていたエリア
の無線化や一時的な無線LAN網の構築を可能にします。

企業向け無線LANアクセスポイント機能により、無線LANのア
クセスポイントとしてお使いいただけると同時に、エッジコン
ピュータとして様々なカスタマイゼーションが可能です。

無線LAN規格：IEEE802.11g/n/a/ac、2.4GHzと5GHzの同時送信が可能
幅・奥行・高さ：250mm × 250mm × 86mm
重量：約1,800g（アンテナ含まず）
動作温度：－20～55℃
保存温度：－40～80℃
防水性能：IP67相当
取付金具：専用取付アタッチメント

PCWL-0410
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PicoManager®

管理を超える付加価値を追求したクラウド管理ツール PicoCELAの無線バック
ホールテクノロジーが搭載された種々の機器（PicoCELAデバイス）と連携す
るクラウド管理システムPicoManager®。PicoManager®によって、さまざまな
PicoCELAデバイスを維持管理できます。
しかし、PicoManager®の本領は維持管理にとどまらない高い付加価値サービ
スの提供にあります。

管理を超える付加価値を追求した
クラウド管理ツール

★
人の流れを解析する

★
品質を可視化する

★
遠隔操作での管理を実施する

★
ユーザー情報を取得する

★
得られた情報を分析する
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測位API

PicoCELAのWi-FiメッシュによりLANケーブル配線を著しく削減しつつ、広大
なWi-Fi空間を低コストかつ短期間に構築することができます。各PicoCELAデ
バイスはクラウドシステムPicoManager®と連携し、測位機能を提供します。

測位空間を簡単構築、Web APIで
他社ソリューションとの連携を加速
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資機材の所在場所管理
例えば、広大なキャンパスを有するプラント。様々なIoT機器や資機材が運用
されていることでしょう。PicoCELAデバイスをキャンパス全域に張り巡らし、
各機材にＢＬＥタグを貼付すれば、これら資機材の位置をモニタリングするこ
とができます。各機材の位置情報は本測位ＡＰＩによって参照可能。本測位Ａ
ＰＩを活用するだけで、独自の資機材所在場所管理システムを短期間で開発す
ることができます。また、キャンパス全域を網羅するPicoCELAデバイス群は、
IoT機器のWi-Fiインターネット通信のためのインフラとしても同時に活用でき
ます。

業務系クラウドシステムとの連携
オフィスでの勤怠管理システム、ショッピングモールでのＰＯＳデータ管理、
倉庫や流通センターでの在庫管理、駐車場でのパーキングロット管理など、業
務系デジタルソリューションはクラウドで実現させることが当たり前の時代に
なってきています。これらのクラウドシステムが本測位ＡＰＩを活用すること
で端末位置情報という新たな情報を把握できる様になり、ソリューションの価
値を高めることができます。

インドアナビゲーションアプリ
広大な構内の端末位置測位はＧＰＳ電波を利用することが難しく、これまで困
難とされてきました。複数のPicoCELAデバイスを適切に配置すれば、各フロ
ア単位の３次元位置測位も実現可能。スマホやタブレットで動作するナビゲー
ションアプリが本測位ＡＰＩを活用することで、インドアナビゲーションを実
現することができます。



PicoCELAが目指すのは、新しい時代を支えるプラットフォーム事
業の創造です。

現在、従来型の通信ネットワークは、周波数資源の限界やモバイル
の爆発的なトラフィック量の増加、それに伴うユーザーエクスペリ
エンスの低下といった深刻な課題を抱えています。
この喫緊の課題に対し、ひとつの解決手段を提供するのが
PicoCELAのデバイスとソリューションです。

PicoCELAのデバイスとソリューションは、あらゆる人々が快適で
廉価な通信サービスを享受できる社会の実現に貢献するインフラ基
盤技術であるだけでなく、人々の生活空間に偏在する情報とイン
ターネットを今以上にフレキシブルに結びつけて、情報通信産業に
革新的な数々のサービスをもたらす立役者となるものです。

PicoCELA株式会社
〒103-0013
東京都中央区日本橋人形町2-34-5 SANOS日本橋4階

URL:https://www.picocela.com/
TEL：03-6661-2780／FAX：03-6800-2003

PicoCELAについて
エッジとクラウドが連携した
IoTプラットフォームを創造します
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